







A Study on the Management System  
for Production and Construction of Self-Compacting Concrete 
 





Since proto-type of self-compacting concrete (SCC) has been developed in 1988, a lot of 
companies, universities and public institutes have had several researches and development of 
self-compacting concrete. Several applications of SCC to actual construction works have been 
carried out in parallel. SCC have been predicted to be a common concrete in the construction 
field in the early stage of development, however this prediction have not realized. There are 
some reasons why popularization of SCC does not proceed, such as higher unit cost, technical 
difficulties in production, lack of knowledge for SCC in engineers and labors, and so on. They 
may cause several faults, troubles and distrust of SCC if the knowledge is not understood 
exactly among all participants. It is to say that the lack of management system for 
self-compacting concrete causes the disturbance of popularization. New technology, such as SCC, 
needs a proper management system to optimize its merits and to control its demerits. 
This study reconfirms the characteristics of SCC from the viewpoint of management, and 
arranges the new management system for production and construction of SCC. 
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要旨 
 
1988年にプロトタイプのハイパフォーマンスコンクリートの開発が実現された後，ゼネコンをは
じめ，セメントメーカー，混和材メーカーなど数多くの企業，大学，発注者により自己充填コンク
リートは開発され，今日では土木学会，建築学会をはじめとする各種学協会で自己充填コンクリー
トに関する指針が策定され，実施工例も数が増えつつある． 
しかしながら，自己充填コンクリートが開発されたころ，このコンクリートは普通コンクリート
にとって代わるものになるであろうとの予測がなされたが，この予測は現時点においては残念なが
ら外れており，未だその普及率は１％にも達していないのが現状である．普及が進まない理由はい
くつか考えられるのだが，単純にコストが高いということだけではなく，新技術に対する不安，要
求品質と性能のミスマッチ，実際に製造や施工に携わる技術者・作業員の知識・技能不足が引き起
こすトラブルによる品質低下など，新たに開発された技術であるが故の技術マネジメントシステム
の不足が普及を阻害しているものと考えられる． 
新しい技術が持つ特性，メリットとデメリットを正しく認識し，設計から施工まで全般において
携わる技術者，生産者，作業員にいたるまですべての関係者に新しい技術の使い方を周知すること
は，その技術を正しく使い，より良い結果を出し，新技術を普及させるうえで必要不可欠の作業で
ある．しかしながら，既存の技術の完成度が高く，歴史の古いものであれば，新たな技術への新旧
交代もまた時間と労力がかかる．また，そのためには新技術の導入を正しく行うための新たなマネ
ジメントシステムが必要となる． 
本研究は，自己充填コンクリートが持つ特性を再度整理したうえで，技術マネジメントの観点か
らどのようなマネジメントシステムが必要なのか考察し，提案することを目的としたものである． 
 自己充填コンクリートは，流動性が極めて高い，材料分離抵抗性に優れている，粘性が高い，と
いった特徴を持ち，それゆえに締固めを必要としない良好な施工性と，材料分離から生じる欠陥を
生じない高い品質の確保を可能としている．しかしながら，その製造においては，使用材料，製造
方法，製造設備，運搬などにおいて普通コンクリートとは異なる様々な課題が内在しており，それ
が正しく理解されなければ要求する品質を確保することが出来ず，欠陥を生じる可能性がある．本
研究では，第２章で自己充填コンクリートの製造における課題や留意点について取り上げ，整理し
た． 
また，施工においても自己充填コンクリートは普通コンクリートと異なる高い流動性，自己充填
性を持ち，締固めを必要としないという利点とともに，型枠に掛かる側圧が大きい，粘性が高く気
泡を巻き込みやすいなど，普通コンクリートとは異なる特徴を持つ．これらの特徴や特殊性ゆえに，
自己充填コンクリートの打設においては数々のリスクやデメリットも存在し，施工計画を立案する
上において留意しなければならない課題が数多く内在する．本研究では，第３章で自己充填コンク
リートの施工における課題や留意点について取り上げ，整理した． 
自己充填コンクリートを普及させるためにはコストダウンも当然必要であるが，自己充填コンク
リートそのものではコストダウンは不可能なため，付加的に得られる強度や耐久性を設計上で活か
していくことが必要となる．このためには発注段階，設計段階での検討が必要となる．現時点では，
自己充填コンクリートに付加的に得られるこれら性能は発注者や設計者に正しく認識されておらず，
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要求される性能とのギャップとなっているものと考えられる．本研究では，第４章で日本国内で自
己充填コンクリートの普及を阻害する原因となっている課題について整理するとともに，ケースス
タディを用いて検討した．また，その解決策として，自己充填コンクリートと他の技術による複合
による合理化について提案した． 
海外における自己充填コンクリートの普及は，日本での研究開発に関する国際ワークショップや
国際シンポジウムが 1998年から実施された効果もあり，早くから進んだ．欧米を中心とした先進国
で自己充填コンクリートが普及するとともに，アジアにおいても中国や台湾でも自己充填コンクリ
ートの技術が輸入されて用いられている．一方で開発途上国ではそれほど大きな普及は見られてい
ない．中国や台湾における自己充填コンクリートの普及の早さは，従来のコンクリート構造物の品
質に対する根強い不信から発注者が先頭に立って普及を推進していることが大きな理由と考えられ
る．開発途上国では様々な理由により普及が遅れているが，とくに人件費の安さに比べてコンクリ
ートの材料費が極めて高いことが理由として挙げられる．このように，海外と言ってもそれぞれの
国によって自己充填コンクリートに関する認識や普及の度合いは大きく異なり，したがって，本章
で扱う自己充填コンクリート使用時の課題もそれぞれの国で当然異なる．本研究では，第５章で海
外工事において自己充填コンクリートを用いる場合の課題について取り上げ，整理した． 
以上のように各章で自己充填コンクリートを使用する場合に生じる各種課題について論じた．こ
れらの課題を解決し，失敗のない自己充填コンクリートの製造・施工を行うためには，それらの知
識や経験を体系化したマネジメントシステムを構築する必要がある． 
 マネジメントシステムはそれを実行する組織それぞれにあり，それらが緊密に，かつ齟齬なくリ
ンクしていることが重要である．たとえば発注者のマネジメントシステムと請負者のマネジメント
システムはそれぞれ違う役割があり，発注者のマネジメントシステムのアウトプットが請負者のマ
ネジメントシステムへのインプットとなるようにリンクされる．もし，発注者のマネジメントシス
テムからのアウトプットが正しくなければ，請負者のマネジメントシステムは誤ったインプットを
受けるため，正しく機能しないか，誤ったアウトプットを出すという間違いの連鎖を生む．請負者
とコンクリート製造者の場合も同じである． 
したがって，発注者，施工者，製造者それぞれのマネジメントシステムを全体として考えながら，
個々のマネジメントシステムが自己充填コンクリートを最適に使えるように考える必要がある．本
研究では，第６章で自己充填コンクリートを用いる場合のマネジメントシステムについて検討し，
提案した． 
以上を第７章で総括するとともに，今後の展望を示した． 
 

